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S 波主要動の継続時間を用いた、2001 年芸予地震の断層パラメータの推定

Estimation of fault parameters of the 2001 Geiyo earthquake using strong motion
duration
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　震源位置・マグニチュードに留まらない、様々な地震情報を準リアルタイムで決定し、配信するためのシス

テム構築に向けて、色々な試みが行われつつある。その試みの 1つとして、Izutani and Hirasawa [1987]の方法

に基づいて、S波主要動の継続時間と震央からの方位角との関係から、破壊伝播方向や断層長を求めることが考え

られる。ここでは、この考えにのっとって、2001 年芸予地震の観測データを解析した結果を報告する。

　防災科学技術研究所の K-NET から、震央距離が 100 km 以内の観測点の東西（EW）及び南北（NS）方向の加速

度記録を選び、解析に用いた。震央距離が短い観測点の記録のみを用いた理由は、震央距離が長い観測点も含むと、

震央からの方位角に対し、観測点数が一様でなく、このことが解析結果に与える影響が大きいためである。

　S波主要動の継続時間は以下のようにして求めた。各観測点の加速度記録に 5-10 Hz のバンドパスフィルタを

掛けた後、Husid plot（例えば Izutani and Hirasawa[1987]）と呼ばれるエネルギー積算曲線を計算した。この

Husid plot の値が 0.85 となったところを S波主要動の終わりの時刻とした。また、始まりの時刻は JMA2001（上

野・他[2002]）による走時表から求め、終わりの時刻と始まりの時刻の差を継続時間とした。解析は EW、NS 成分

それぞれを用いた場合と、EWと NS から求めた平均値を用いた計 3つの場合について行った。3つの場合の結果に、

それぞれ大きな違いはなかったので、以下では EWと NS の平均値を用いた場合に関して示す。

　破壊がバイラテラルである場合と、ユニラテラレルである場合とで、地震動の継続時間 D と震央からの方位

角 qとの関係は違った理論式で表される。今回用いたデータの場合、ユニラテラルな場合の式の方がよく合うよう

な様相を示していたので、「ユニラテラルな破壊」を事前に仮定した。更に「2001 年芸予地震の破壊伝播速度が、

後述するパラメータ A, B の推定に用いた地震のそれと同じである」という仮定も合わせ、D と q との関係は、以

下に示す式で表される。

　　D=AL(1-V/bcos(a-q))+B

ここで、Lは断層の長さ、Vは破壊伝播速度、aは破壊伝播方向、bは S波速度をそれぞれ表す。また、A, B は、

断層の長さと地震動の継続時間との関係から経験的に定められる定数である。ここでは、1997～2001 年に中国地

方で起きたマグニチュード 5以上の地震の加速度記録を、やはり K-NET から取り出し、このデータをよく説明する

A, B の値を求めた。そして、この A, B の値を用い、上に示した式が、観測値に最もよく適合するようにするパラ

メータ L, V/b, a を最小二乗法により推定した。

　結果として、2001 年芸予地震に対し、L=31.8±0.8[km]、V/b=0.45±0.04、a=S22°W±4°という値が得られた。波
形インバージョンによる Yagi and Kikuchi[2001]の結果では、大きく動いた断層部の長さが 30～35 km で、破壊

は概ね北から南に移動している。本研究の結果は、これらの結果とほぼ一致しており、妥当なものと考えられる。
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